
外務省「講師派遣事業」 
オハイオ州立大学・ミシガン大学・ミシガン州立大学で講義 
【2013年10月7日～10月12日 ミシガン州・オハイオ州】 

＜講師派遣事業とは＞ 

我が国の有識者に海外で講演等を行っていた
だき、我が国の各種政策について対外広報す
る事業で日本外交の推進に資する国際世論を
醸成するために、日本の対外発信力を強化し、
各国世論の幅広い理解・支持を獲得する。   

                   －外務省ー 

今回の派遣は現地日本国 
デトロイト領事館の要請により、 
幅広い水問題を講義し、大学院生 
および教授陣と意見交換を行った。 



オハイオ州立大学で講義 
2013年10月8日 オハイオ州コロンバス 

講演テーマ：Drying Earth, Current Global Water            

                                Issues and Provisions 

学生数： 学部生４．６万人、院生1.3万人 
特 徴 ： 農学、工学、環境、市場調査 
       豊富な教授陣 



ミシガン大学で講義 
2013年10月10日 ミシガン州アナーバー 

ノーベル賞学者18人輩出 
学生数：学部生4.2万人、院生１．５万人 
特徴：全米トップの研究型総合大学 
    社会学、医学、コンピュータ科学工学 
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ミシガン州立大学で講義 
2013年10月１１日 ミシガン州ランシング 

学生数：学部生3.6万人、院生1.1万人 
特徴：産業心理学、物理学部、工学部 
    国際関係学部、コンピュータ工学部 



幅広い意見交換（学生＆教授陣） 


